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ご あ い さ つ

議　

長
　
田
口
　
勝
彦

　

こ
の
た
び
、
12
月
５
日

の
定
例
会
で
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、

副
議
長
に
私
た
ち
２
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
議
会
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望

を
受
け
、
地
域
医
療
の
充

実
へ
の
提
言
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
な
ど
を
議

論
し
、
さ
ら
に
は
議
員
定

数
の
削
減
な
ど
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

議
員
24
名
の
新
体
制
に

よ
り
、
市
民
の
目
線
で
真

摯
な
論
議
、
生
活
者
主

権
を
念
頭
に
、
市
民
の
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う「
わ
か
り
や
す
く
」

「
開
か
れ
た
」「
存
在
感

の
あ
る
」
議
会
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
チ
ェッ
ク

機
能
、
い
わ
ゆ
る
監
視
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
積
極
的
に
政
策
提
言

を
行
な
って
い
く
と
い
う
議

員
の
役
割
を
再
認
識
し
、

議
会
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に

沿
う
た
め
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
政
発
展
の一
翼

を
担
い
、
山
積
す
る
課
題

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
ご

意
見
を
議
会
に
お
寄
せ
下

さ
い
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

副
議
長　
　

足
立　

修

議長に田口勝彦議員　副議長に足立修議員を選任

構成がきまりました議会の新しい 構成がきまりました議会の新しい
12月定例会

住みつづけたい
元気なまち丹波市へ

住みつづけたい
元気なまち丹波市へ
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◎　藤原　　悟
○　林　　時彦
　　木戸せつみ
　　垣内　葊明
　　瀬川　　至
　　坂谷　高義

△第２期丹波市議会議員

◎　岸田　　昇
○　奥村　正行
　　荻野　拓司
　　前川　豊市
　　広瀬　憲一
　　田坂　幸恵
　　高橋　信二
　　瀬川　　至
　　太田喜一郎

議会運営委員会

◎　太田喜一郎（経）
○　山下　栄治（新）
　　広瀬　憲一（共）
　　藤原　　悟（公）
　　垣内　葊明（新）
　　山本　忠利（民）
　　足立　　修（政）
　　岸田　　昇（丹）

産業建設常任委員会

◎　荻野　拓司（新）
○　田坂　幸恵（公）
　　木戸せつみ（市）
　　林　　時彦（無）
　　足立　正典（新）
　　堀　　幸一（民）
　　大木　滝夫（政）
　　田口　勝彦（経）

民生常任委員会

◎　高橋　信二（民）
○　瀬川　　至（政）
　　足立　一光（無）
　　奥村　正行（新）
　　前川　豊市（市）
　　西本　嘉宏（共）
　　小寺　昌樹（民）
　　坂谷　高義（丹）

総務常任委員会

　　西本　嘉宏
　　堀　　幸一
　　高橋　信二
　　小寺　昌樹
　　瀬川　　至
　　大木　滝夫

氷上多可衛生事務組合議員議会広報発行特別委員会 （ 　 ） 内 は 会 派
新 → 新 生 会 　 　 民 → 市 民クラブ 　
政 → 政 友 会 　 　 経 → 経 世クラブ 　
公 → 公 明 党 　 　 市 → 市 政 市 民 の 会
丹 → 丹 政クラブ 　
共 → 日 本 共 産 党 議 員 団 　 　
無 → 無 所 属

◎ は 委 員 長 　 ○ は 副 委 員 長

議長に田口勝彦議員　副議長に足立修議員を選任

構成がきまりました議会の新しい 構成がきまりました議会の新しい
12月定例会

住みつづけたい
元気なまち丹波市へ

住みつづけたい
元気なまち丹波市へ

△議長選挙　



丹（まごころ）の里

広
ひ ろ

瀬
せ

　憲
け ん

一
い ち

（一）「市民が主人公」の安全・安心の市政づくり。
（二）くらし・福祉を充実し、特に地域医療を守り、認定こども

園など教育の充実にがんばります。

7番

丹（まごころ）の里

田
た

坂
さ か

　幸
さ ち

恵
え

　愛する丹波の発展のため、生活者の目線、女性の目線
で徹して一人の声を大切にしてまいります。

8番

丹（まごころ）の里

藤
ふ じ

原
わ ら

　　悟
さとる

　安心・安全のまち、魅力あるまちづくりをめざして、市民の
皆様の声に真摯に耳を傾けながら、諸課題に誠心誠意取
り組んでまいります。

9番

丹（まごころ）の里

林
はやし

　　時
と き

彦
ひ こ

　安心して、生まれ、暮らし、老いる事ができる丹波市づくり
をめざし、救急医療体制の再生に向けて若さと行動力で
頑張ります。

10番

丹（まごころ）の里

垣
か き

内
う ち

　葊
ひ ろ

明
あ き

　周辺部の課題を一つずつ実現し、活力ある地域づくりを
行なう事が丹波市の発展につながる事と考え、地域が持
つ課題解決に努めます。

11番

丹（まごころ）の里

山
や ま

下
し た

　栄
え い

治
じ

　「皆様との対話が一番！」をモットーに、安全で安心して暮
らせる「わがまち」を創造し、実現するよう取り組みます。

12番

丹（まごころ）の里

足
あ

立
だ ち

　一
か ず

光
み つ

　地域医療の充実、地域産業と経済の活性化、高齢者
弱者への交通対策をはかり、ふる里を想い丹波市を創りま
す。―実行から実感へ―

1番

丹（まごころ）の里

荻
お ぎ

野
の

　拓
ひ ろ

司
し

　市政を取り巻く環境はさらに厳しい情勢です。多くの市
民の皆様の声を議会に届け、「共に考え、共に行動してい
く」姿勢で取り組んでいきます。

2番

丹（まごころ）の里

奥
お く

村
む ら

　正
ま さ

行
ゆ き

　財政基盤の安定なくして安全・安心なまちづくりはできな
い。情報の公開を進め、市民に公正で信頼される市政をめ
ざします。

3番

丹（まごころ）の里

木
き

戸
ど

せつみ
　愛と希望あふれる丹波市を市民と共に創っていきます。
命をまもる。教育、福祉の向上。産業振興で雇用確保。道
路・交通網の整備などに努めます。

4番

丹（まごころ）の里

前
ま え

川
か わ

　豊
と よ

市
い ち

　子どもとお年寄りを大切に考える社会、それが住みよい
丹波市です。地域医療の確保、幼保の環境づくり、六つの
地域の活性化をめざします。

5番

丹（まごころ）の里

西
に し

本
も と

　嘉
よ し

宏
ひ ろ

　合併後の様々な課題を市民の立場で解決することが、
未来ある丹波市づくりの基本です。市民の声が生きる市政
をめざし全力を尽くします。

6番
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丹
波
市
議
会
議
員
　全
員
集
合
！

丹
波
市
議
会
議
員
　全
員
集
合
！



丹（まごころ）の里

大
お お

木
ぎ

　滝
た き

夫
お

　市の将来にとって重要な４年間となる。「市に活気、地域
に元気」を活動目標に「住み続けたいと思えるまち」の実現
にむけ全力を挙げる。

19番

丹（まごころ）の里

足
あ

立
だ ち

　　修
おさむ

　30年後の丹波市が、子や孫の故郷として還れるように、
山と郷の再生、我がまちの持続への政策に取り組み、温か
いコミュニティのまちをつくります。

20番

丹（まごころ）の里

坂
さ か

谷
た に

　高
た か よ し

義
　丹波市に活力をもたらす為に、人口減少と少子化に歯
止めをかける、若者の定住化施策の推進を図り、ふるさと
丹波創生をめざして頑張ります。

21番

丹（まごころ）の里

岸
き し

田
だ

　　昇
のぼる

　市民と市政の『こだま』となって！
　｢人と自然の交流文化都市｣の確立と｢夢の持てる、活気
あふれる丹波市｣を目指し、勇猛果敢に取り組みます。

22番

丹（まごころ）の里

太
お お

田
た

喜
き

一
い ち

郎
ろ う

　「安全で安心して暮らせるまちづくり」を基本として、医療
の充実はもとより農林業の育成や商工業の振興を図り活
力ある丹波市をめざします。

23番

丹（まごころ）の里

田
た

口
ぐ ち

　勝
か つ

彦
ひ こ

　２期目のスタート「初心忘れるべからず」をモットーに、市
民の目線で、丹波市の創造に向けて積極的に取り組んで
まいります。

24番

丹（まごころ）の里

足
あ

立
だ ち

　正
ま さ

典
の り

　「皆様と共に」素晴らしい丹波市を創るため、市の様々
な課題解決に向け、軸足を市民側にしっかり置き取り組み
ます。

13番

丹（まごころ）の里

堀
ほ り

　　幸
こ う

一
い ち

　安心して暮らせる丹波市実現のため、医療・福祉・教育
を大切にしたまちづくりをめざして、みなさまの声を市政に
反映すべく全力を尽くします。

14番

丹（まごころ）の里

高
た か

橋
は し

　信
し ん

二
じ

　安全、安心の保障を第一義とする市政であらねばならな
い。いつも市民の目線で、地域の自発的な取り組みや施策
が積極的に進められるよう努める。

15番

丹（まごころ）の里

小
こ

寺
て ら

　昌
ま さ

樹
き

　市民の命を守るため地域医療の確保に努めます。財政
の健全化をはかり事務事業の妥当性・効率性・有効性の
観点から全力で取り組みます。

16番

丹（まごころ）の里

山
や ま

本
も と

　忠
た だ

利
と し

　魅力ある丹波市づくり、産業経済の再生と地域医療の
確保、若者定住、少子高齢化対策、認定こども園に対する

「こども交付金」導入。

17番

丹（まごころ）の里

瀬
せ

川
が わ

　　至
いたる

　市民の皆様とともに「こどもが夢をもて、高齢者にやさしく
丹波市の自然を活かした安心・安全なまちづくり」を目指し
頑張ります。

18番

議席順に
掲載

たんばりんぐ /2009.25

み
な
さ
ん
に
私
の
抱
負
を
つ
た
え
ま
す
。
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補
正
予
算
関
連

　
　

今
回
の
補
正
予
算
で
計

上
さ
れ
て
い
る
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
に
つ
い
て

の
設
置
計
画
は
ど
う
か
。

  

▼
全
小
学
校
に
配
置
す
る

予
定
で
、
外
部
か
ら
も
使
え

る
位
置
に
設
置
し
ま
す
。

　
　

A
E
D
の
使
用
方
法
や

心
肺
蘇
生
法
の
教
育
の
計
画

問答

   

問

　
　

丹
波
市
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
理
由
は
何
か
。

    

▼
国
保
青
垣
診
療
所
に
お
い

て
60
歳
の
医
師
招
へい
の
予
定

が
あ
り
、
60
歳
の
定
年
を
65

歳
へ
と
改
正
す
る
も
の
で
す
。

本
会
議
で
の

主
な
質
疑

問答

   

　

丹
波
市
二
期
目
、初
め
て
の
定
例
議
会
は
12
月
５
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
は
教
育
委
員
会
委
員
、

監
査
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
の
人
事
案
件
の
同
意
、
11
件
の
条
例
の
制
定
、
専
決
処
分
の
承
認
、
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
、
救
急
医
療
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
の
2
特
別
委
員

会
の
設
置
を
決
め
た
他
、
平
成
20
年
度
丹
波
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
、
全
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

   

▼
す
で
に
講
習
会
を
1
4
2

回
、
4
，
2
3
9
人
に
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
21
年

度
早
々
に
教
職
員
や
児
童
・
生

徒
対
象
の
講
習
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
自
治
会
単
位
の
講
習

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

山
東
救
急
駐
在
所
（
仮

称
）
の
整
備
事
業
計
画
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

▼
22
年
４
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
基
本
的
に
は

山
東
地
区
を
10
分
以
内
、
24

時
間
体
制
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
東
地
区
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
18
～
20
年
度
の
3
回
の
行

政
懇
談
会
で
得
ら
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
に
か
か
る
予
算
増
額
は
な

答

   

問答

   

問

に
か
。

   

▼
土
地
購
入
費
用
、
補
償

金
（
農
産
物
な
ど
）
と
も
で

約
1
億
5
千
万
円
の
増
額
を

し
ま
す
。

　
　

環
境
保
全
対
策
費
の
備

品
購
入
費
の
内
容
は
。

   

▼
不
法
投
棄
対
策
用
監
視

カ
メ
ラ
の
購
入
費
で
す
。

　
　

地
域
小
児
科
医
療
確
保

対
策
事
業
負
担
金
9
0
0
万

円
減
額
の
理
由
は
。

   

▼
小
児
科
医
療
体
制
を
充

実
す
る
た
め
の
事
業
負
担
金

を
、
上
半
期
の
実
績
並
び
に
、

今
後
の
見
込
み
額
に
よ
り
減

額
す
る
も
の
で
す
。

答

   

問答

   

問答

   

各
小
学
校
に
A
E
D
を
設
置
！

各
小
学
校
に
A
E
D
を
設
置
！

各
小
学
校
に
A
E
D
を
設
置
！

12月
定例会

人
事
案
件

△ AED（自動体外式除細動器）

　

次
の
と
お
り
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
4
名
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
補
充
員
4
名
が

そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

柏
原
町
柏
原 

　
　

春
名
し
ず
ゑ

山
南
町
谷
川  

　
　

⻆
田　

宗
一

氷
上
町
福
田

　
　

田
野　

雅
美

青
垣
町
佐
治

　
　

谷
垣　

千
年

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
補
充
員

市
島
町
上
竹
田

　
　

近
藤　

雅
信

春
日
町
多
利

　
　

髙
見　

芳
明

柏
原
町
柏
原

　
　

西
野　

繁
則

山
南
町
井
原 

　
　

藤
井　

敏
弘

※
た
ん
ば
り
ん
ぐ
№
16
号

の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

で
、
井
本
健
次
郎
氏
と
あ

る
の
は
井
本
健
二
郎
氏
の

誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
事
に
つ
い
て
以
下
の
同

意
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

監
査
委
員

柏
原
町
柏
原

　
　

谷
垣　
　

渉

青
垣
町
東
芦
田

　
　

小
寺　

昌
樹

公
平
委
員
会
委
員

春
日
町
黒
井

　
　

和
田　

利
一

青
垣
町
稲
土

　
　

足
立　

紀
雄

山
南
町
岩
屋

　
　

和
田　

克
昭

人
権
擁
護
委
員

柏
原
町
下
小
倉

　
　

谷
田
恭
仁
子

氷
上
町
石
生  

　
　

鳥
内　

幸
代

教
育
委
員
会
委
員

市
島
町
下
竹
田 

　
　

渡
邉　

秀
樹

宝
塚
市
中
洲

（
現
在
は
氷
上
町
成
松
）  

　
　
　

上
田　

洋
行

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

柏
原
町
下
小
倉

　
　

山
本　
　
昇晁
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担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一、

引
き
取
り
が
で
き
な
い
場
合

は
、
緊
急
避
難
的
措
置
と
し

て
、
炭
の
生
産
を
し
な
い
運
転

に
切
り
替
え
ま
す
。

　
　

23
年
4
月
か
ら
の
稼
動

に
向
け
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

    
▼
現
在
稼
動
中
の
施
設
の

期
限
も
関
係
し
ま
す
の
で
、

稼
働
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　
　

炭
化
物
は
安
全
か
。

   

▼
火
災
、
ご
み
、
塵
の
飛

散
に
対
し
て
も
十
分
に
対
応

で
き
ま
す
。

　
　

廃
棄
物
処
理
施
設
で
の

水
の
使
用
計
画
は
。

   

▼
水
の
量
は
、
ど
の
処
理

方
法
で
も
量
的
に
変
わ
り
ま

せ
ん
。
炭
化
方
式
に
お
い
て

水
に
よ
る
脱
塩
処
理
を
し
て

も
脱
塩
後
の
水
は
全
て
施
設

内
で
利
用
す
る
の
で
、
外
部

へ
の
放
流
は
し
ま
せ
ん
。

問答
   

問答

   

問答

   

　
　

国
と
し
て
炭
化
方
式
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
の
か
。

     

▼
交
付
金
制
度
の
中
で
「
ご

み
固
形
燃
料
化
施
設
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国

と
し
て
も
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
　

炭
化
処
理
方
式
と
ス

ト
ー
カ
式
焼
却
方
式
で
コ
ス
ト

の
違
い
は
あ
る
の
か
。

  

▼
建
設
費
も
運
転
経
費
も

含
め
、
同
程
度
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

炭
化
物
の
引
取
り
が
停

止
し
た
場
合
の
処
理
は
ど
う

な
る
の
か
。

   

▼
設
計
、
建
設
、
運
営
、

炭
化
物
の
引
き
取
り
先
の
確

保
も
含
め
一
括
発
注
と
し
て
、

受
注
者
に
責
任
を
課
す
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
市
の
直
接
的
な
経
費
負

主
な
質
疑

問答

   

問答

   

問答

   

　
　

炭
化
物
を
市
内
の
温
水

プ
ー
ル
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど

の
燃
料
と
し
て
利
用
は
で
き
る

の
か
。

   

▼
有
効
な
利
用
方
法
で
す

が
、
ボ
イ
ラ
ー
の
改
良
な
ど

課
題
も
多
く
、
現
在
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問答

   

　

平
成
18
年
8
月
25
日
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計

画
策
定
委
員
会
の
答
申
を
受

け
、
長
く
時
間
が
経
過
し
た

こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
㈶
日
本
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
報
告
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
の
結
果
、
炭

化
方
式
に
よ
り
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
建
設
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
決
断
い
た
し
ま
し

た
。
資
源
循
環
型
社
会
、
低

炭
素
社
会
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
丹
波
市
の
将

来
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
報
告

丹波市一般廃棄物処理施設は
「炭化方式」を導入へ

　

市
が
春
日
町
野
上
野
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
1
月
29

日
に
2
回
目
の
「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

㈶
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
「
丹
波
市
ご
み
処
理
方
式
調
査
検
討
報
告
書
」
お
よ
び
、

特
別
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
質
問
に
対
す
る
回
答
書
が
市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
を
受

け
、
さ
ら
に
活
発
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
「
炭
化
方
式
」
を
導
入
し
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

△一般廃棄物処理施設建設に係る調査特別委員会開催の様子

議
会
日
程
（
予
定
）

▼
２
月

　

26
日　

本
会
議

　
　
（
予
算
等
議
案
提
案
）

▼
３
月

　

５
日　

本
会
議

　
　
（
議
案
質
疑
）

　

13
日　

本
会
議

　
　
（
予
算
以
外
の
議
案
採
決
）

　

17
日　

本
会
議

　
　
（
一
般
質
問
）

　

18
日　

本
会
議

　
　
（
一
般
質
問
）

　

19
日　

本
会
議

　
　
（
一
般
質
問
）

　

26
日　

本
会
議

　
　
（
予
算
の
採
決
）

　
　

日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
、
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
下

さ
い
。


 3 月
定例会の
お 知 ら せ
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立
が
大
切
で
は
な
い
か
。

   

▼  「
か
か
り
つ
け
医
の
受

診
」
の
啓
発
と
、
医
療
に
か

か
る
相
談
事
業
の
充
実
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

二
次
救
急
は
、
管
外
の

医
療
機
関
と
の
連
携
で
対
応

し
て
い
く
の
か
。

   

▼
現
在
は
、
症
状
に
よ
り

丹
波
市
外
の
病
院
選
定
も
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
脳
疾
患・

心
疾
患
に
か
か
る
一
定
機
能

を
県
立
柏
原
病
院
で
確
保
す

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
、
モ
デ
ル
園
の
検
証
結
果
を

ふ
ま
え
、
問
題
点
の
解
決
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

    

▼
事
務
の
煩
雑
化
に
事
務

職
員
の
配
置
、
子
育
て
支
援

に
専
門
員
の
配
置
、
障
害
者
へ

の
対
応
も
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
し
ま

す
。
今
後
も
、
子
ど
も
の
こ

と
を
第
一
に
考
え
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

答

   

問答

   

問答
   

　
　

景
気
後
退
の
影
響
は
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。「
緊
急
経

済
対
策
本
部
の
設
置
」
や
商

店
の
活
性
化
の
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

   

▼
機
動
性
が
重
要
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
対
策
会
議
等

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
商

品
券
は
地
域
内
の
消
費
を
活

性
化
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
の
で
、
発
行
に
向
け

た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　

救
急
医
療
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
一
次
救
急
と
二
次
救
急

の
棲
み
分
け
を
し
、
一
次
救

急
を
受
け
る
医
療
体
制
の
確

問答

   

問

緊
急
経
済
対
策
本
部
の
設

置
を必

要
に
応
じ
て
対
策
会
議
な
ど
を

開
催

代表質問

新生会
山下栄治議員

第31回丹波市議会定例会で代表質問には７名が、
一般質問には 10 名の議員が登壇しました。今

後の景気対策、地域医療対策の方針、ゴミ処理施設
の建設、コミュニティバスの運行、子育て支援の充実
など市政全般にわたり、活発な質問を展開しました。

代
表
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

一
般
質
問

市
政
を
た
だ
す

し
、
小
学
校
と
の
交
流
も
あ

り
、
併
置
の
意
義
は
大
き
い
。

今
後
も
公
立
幼
稚
園
と
し
て

い
く
べ
き
だ
。
そ
れ
な
の
に「
認

定
こ
ど
も
園
」
の
名
の
も
と
に

公
立
幼
稚
園
を
小
学
校
か
ら

離
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
問
題

だ
。

  

▼
小
学
校
に
併
置
し
た
公

立
幼
稚
園
が
果
た
し
て
き
た

役
割
は
十
分
評
価
で
き
ま
す

が
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
て
い
ま
す
。「
認
定
こ
ど
も

園
」
と
な
って
も
幼
稚
園
教
育

は
指
導
要
領
に
従
っ
て
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

答

   

　
　

柏
原
赤
十
字
病
院
が
4

月
か
ら
救
急
輪
番
に
復
帰
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
21

年
度
も
県
立
柏
原
病
院
と
柏

原
赤
十
字
病
院
に
対
し
公
的

支
援
を
行
な
う
の
か
。

  

▼
今
年
度
同
様
、
両
病
院

に
対
し
て
公
的
支
援
を
行
な

う
予
定
で
す
。

　
　

重
度
の
救
急
対
応
が
市

民
に
と
っ
て
一
番
心
配
で
あ

る
。
当
面
、
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
多
い
に
活
用
す
べ
き
で
な

い
か
。

  

▼
県
の
防
災
ヘ
リ
を
救
急
ヘ

リ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
年
間
6

～
8
回
利
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
重
篤
患
者

を
受
け
入
れ
ら
れ
た
病

院
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
の
多
く
の
幼
稚

園
が
小
学
校
に
併
置
し

て
い
て
、
幼
稚
園
児
は

小
学
生
の
上
級
生
に
連

れ
ら
れ
て
登
園
し
て
い
る

問答

   

問答

   

問

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
を

救
急
受
入
れ
病
院
の
要
請
が
あ
れ
ば

活
用
を

代表質問

市政市民の会
前川豊市議員

△プレミアム付き賞品券の発行を（イメージ）

△上級生に連れられて通う幼稚園児たち
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も
の
で
す
。
柏
原
赤
十
字
病

院
の
医
師
増
員
は
、
人
脈
な

ど
通
じ
た
努
力
の
賜
物
で
す
。

県
立
柏
原
病
院
に
お
い
て
も
、

個
人
医
師
へ
の
働
き
か
け
に
力

を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

燃
え
る
ご
み
袋
の
料
金

の
引
き
下
げ
と
ご
み
減
量
化
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

  

▼
有
料
化
は
、
ご
み
の
減

量
化
に
有
効
で
、
現
行
料
金

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ご
み

の
減
量
化
は
、「
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
進
め
、
生
ご
み
堆
肥

化
は
、
調
査
研
究
を
行
な
い
、

普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

問答

   

　
　

周
辺
地
域
の
移
動
手
段

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

  

▼
国
の
支
援
措
置
を
活
用

し
『
市
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
交

通
体
系
』
の
計
画
策
定
に
向

け
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
経
済
対
策
と
雇
用

対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

  

▼
事
業
の
早
期
発
注
、
物

品
購
入
も
地
元
優
先
し
、
中

小
業
者
の
資
金
調
達
の
拡
充

策
を
検
討
し
ま
す
。
市
内
で

約
2
0
0
人
の
「
派
遣
切
り
」

が
あ
り
、
今
後
増
加
す
る
見

通
し
で
す
。「
雇
用
奨
励
金
」

の
、
要
件
変
更
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
　

地
域
医
療
対
策
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

  

▼
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
残
る
2
名
の
医
師
派

遣
は
、
県
と
と
も
に
神

戸
大
学
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
公
的
三
病
院
長

協
議
は
、
病
院
の
役
割

分
担
、
医
療
資
源
の
有

効
活
用
を
検
討
さ
れ
る

問答

   

問答

   

問答

   

て｢

庁
舎
建
設
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
け
て
取
り
組
む｣

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
特

例
債
が
発
行
で
き
る
期
間
を

考
慮
す
る
と
時
間
的
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
。
本
庁
機
能
を

集
約
す
る
こ
と
は
、
事
務
の
合

理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
に

は
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
財

政
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
新
庁
舎
検
討
委

員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

建
設
す
る
か
し
な
い
か
も
含

め
、
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
世
界
同
時
不
況
に
見
舞
わ

れ
丹
波
に
も
影
響
が
出
て
い

る
。
現
在
、
市
が
発
注
す
る

事
業
や
物
品
購
入
に
お
い
て
地

元
企
業
を
優
先
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
す
る
。
こ
の
様
な
取

り
組
み
や
国
の
景
気
対
策
を

21
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て

取
り
入
れ
対
応
さ
れ
た
い
。

  

▼
引
き
続
き
早
期
発
注
は

も
ち
ろ
ん
、
景
気
浮
揚
に
向

け
た
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

21
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
国
の
1
次
補
正
、

2
次
補
正
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
編
成
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
今

般
の
情
勢
に
即
し
て
対

応
を
し
、
可
能
な
限
り

の
財
源
を
投
じ
て
臨
み

ま
す
。

　
　

新
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
（
仮
称
）
の

設
置
は
ど
う
か
。

  

▼
合
併
協
定
に
お
い

問答

   

問答

   

将
来
を
見
据
え
た
機
構
改
革
を

早
急
に
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

代表質問

政友会
大木滝夫議員

移
動
手
段
の
確
保
を
急
げ

市
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
交
通
体
系

を
研
究
し
て
い
る

代表質問

日本共産党
議員団

西本嘉宏議員

景
気
対
策
と
21
年
度
予
算
は

可
能
な
限
り
の
財
源
を
投
じ
て
臨
む

代表質問

経世クラブ
太田喜一郎議員

　
　

職
員
定
数
の
削
減
を
進

め
て
い
く
中
に
お
い
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た

め
に
は
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
形
態
に
再
編
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
び
の

「
こ
ど
も
育
成
」
部
分
の
教
育

委
員
会
へ
の
移
行
後
、
他
の

部
署
に
お
い
て
も
市
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
早
急
に
見
直
し

を
行
な
い
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
し
た
行
政
組
織
を
構
築
す

べ
き
と
思
う
が
。

問

  

▼
職
員
数
の
見
直
し
を
行
な

い
な
が
ら
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
行
政
と
し

て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
な
し
で

は
克
服
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
、
自
治
協
議
会
や

N
P
O
な
ど
の
育
成
、
支
所

機
能
の
充
実
な
ど
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
、
重
要
な

改
革
の
途
中
に
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
約
一
年
間

を
か
け
て
組
織
全
体
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ

る
不
況
の
中
、
市
内
の
経
営
、

雇
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
民
間
企
業
を
解
雇
さ

れ
た
方
を
市
の
臨
時
職
員
と

し
て
雇
用
す
る
こ
と
な
ど
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
。

  

▼
市
内
の
状
況
は
非
常
に
厳

し
く
、
市
と
し
て
事
業
な
ど
の

早
期
発
注
や
臨
時
職
員
の
採

用
も
検
討
し
、
で
き
る
限
り

対
応
し
ま
す
。

答

   

問答

   

△住民サービスの向上を

△安曇野市の乗り合いタクシー「あづみん」

△柏原支所庁舎裏手にある水道部
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平
で
は
な
い
か
。

    

▼
合
併
協
議
会
の
協
定
に

よ
り
、
地
域
ご
と
の
調
査
が
完

了
し
た
時
点
で
課
税
を
見
直

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す

で
に
調
査
が
完
了
し
て
い
る
氷

上
町
の
一
部
で
も
、
地
域
の

全
部
が
完
了
し
た
と
き
に
課

税
を
見
直
し
ま
す
。

　
　

市
島
地
域
の
年
間
増
税

額
は
2
0
0
0
万
円
。
丹
波

市
全
域
が
完
了
す
る
ま
で
の

30
年
間
に
は
6
億
円
の
税
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
そ

の
と
お
り
か
。

    

▼
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
　

市
内
の
地
籍
調
査
完
了

は
わ
ず
か
に
17
％
。
こ
の

際
市
島
地
域
の
課
税
見
直

し
は
、
固
定
資
産
評
価
基

準
の
「
調
査
後
同
一
市
内

で
不
適
当
な
場
合
は
従
前

と
お
り
」
を
適
用
す
べ
き

で
な
い
か
。

     

▼
不
適
当
、
不
公
平
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答

   

問答

   

問
答

   

　
　

丹
波
市
の
地
籍
調
査
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

    

▼
平
地
部
に
お
い
て
春
日
町

は
昭
和
42
年
度
完
了
。
氷
上

町
の
7
大
字
は
昭
和
49
年
度

完
了
。
市
島
地
域
は
平
成
20

年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。
山

南
地
域
は
平
成
29
年
度
完
了

予
定
。
柏
原
地
域
は
平
成
31

年
度
完
了
予
定
。
青
垣
地
域

は
平
成
47
年
度
完
了
予
定
。

氷
上
地
域
の
全
部
は
30
年
後

の
平
成
50
年
度
完
了
予
定
で

す
。

　
　

今
回
調
査
が
終
了
し
た

市
島
地
域
の
み
固
定
資
産
税

を
見
直
す
と
し
て
い
る
が
不
公

問答

   

問

地
籍
調
査
に
よ
る
課
税
は

不
適
当合

併
協
定
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

代表質問

市民クラブ
高橋信二議員

市
統
一
し
て
取
り
組
む
こ
と

は
今
の
と
こ
ろ
推
進
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
　

小
学
校
の
モ
デ
ル
校
と
し

て
1
校
か
、
2
校
で
も
取
り

組
み
は
で
き
な
い
か
。

   

▼
春
日
中
学
校
の
実
践
な

ど
を
検
証
し
て
い
く
中
で
検
討

し
ま
す
。
モ
デ
ル
的
に
で
も
実

際
に
や
る
と
親
自
身
も
良
い
勉

強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
食

育
を
地
域
・
家
庭
あ
げ
て
取

り
組
む
、
一
つ
の
方
策
と
し
て

は
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

問答

   

　
　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

教
育
の
中
で
「
食
」
に
対
す

る
考
え
方
を
教
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
で
お
弁
当
を
作
っ
て

学
校
に
持
っ
て
く
る
と
い
う
食

育
の
取
り
組
み
を
実
践
で
き
な

い
か
。
こ
の
取
り
組
み
の
狙
い

は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
材
や
作

る
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感

じ
さ
せ
、
食
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。
一
家
団
欒
の

食
事
の
大
切
さ
や
食
の
安
全

性
を
再
認
識
し
、
子
ど
も
の

自
主
性
を
育
て
る
機
会
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

  

▼
春
日
中
学
校
が
19
年
度

と
20
年
度
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

マ
イ
弁
当
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
全
校
生
を
対
象
に
、
自

分
が
作
っ
た
お
弁
当
を
持
っ
て

き
て
食
べ
る
取
り
組
み
は
生
徒

に
も
好
評
で
、教
育
委
員
会
も

「
自
分
で
お
弁
当
を
作
る
」
こ

と
の
良
さ
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭

事
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

問答

   

お
弁
当
作
り
を
通
し
た
食
育
の

取
り
組
み
を

春
日
中
学
校
の
実
践
を
検
証
し
、

検
討
す
る

瀬川　至議員

と
も
約
2
億
円
を
要
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
整
備
に
つ
い
て

は
消
極
的
で
す
。
市
と
し
て

は
、
整
備
の
必
要
性
は
十
分

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
J
R
の

方
針
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
今
後
も
利
便
性
向
上
と

合
わ
せ
、
J
R
へ
の
働
き
か
け

を
行
な
って
ま
い
り
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実
と

し
て
①
妊
婦
検
診
の
無
料
化
。

②
子
ど
も
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
に
つ

い
て
問
う
。

  

▼
①
検
診
は
大
変
重
要
と

認
識
し
て
お
り
、
国
や
県
の
動

向
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

②
子
ど
も
は
、
任
意
接
種
と

な
って
お
り
、
助
成
に
つい
て
は

研
究
し
ま
す
。

　
　

薬
物
の
乱
用
防
止
に
つ
い

て
問
う
。

  

▼
広
報
紙
な
ど
に
よ
り
、
薬

物
の
怖
さ
を
市
民
に
周
知
す

る
と
と
も
に
啓
発
活
動
を
強

化
し
ま
す
。

問答

   

問答

   

　
　

高
齢
者
、
障
害
者
が
移

動
し
や
す
い
ユ
ー
ニ
バ
サ
ル
社
会

に
対
応
し
た
、
中
心
市
街
地

活
性
化
整
備
に
伴
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

柏
原
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
の
要
望
が
あ
る
が
問
う
。

  

▼
J
R
は
、
柏
原
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
対
策
に
つ
い
て
、

一
日
あ
た
り
の
乗
降
客
数
が

約
9
0
0
人
で
あ
り
、
国
の

基
本
方
針
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
、
駅
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
際
の
整
備
費
が
跨

線
橋
改
築
と
合
わ
せ
少
な
く

問答

   

J
R
柏
原
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置

J
R
へ
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い
く

代表質問

公明党
田坂幸恵議員

△市島地域の航空写真

△アイデアたっぷりのお弁当

△ JR 柏原駅
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査
も
終
わ
っ
て
い
る
事
と
思
う

が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
ま
た
今

後
の
考
え
を
問
う
。

  

▼
山
南
地
域
の
重
要
課
題

と
し
て
今
後
、
国
県
の
補
助

事
業
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検

討
し
ま
た
、
内
容
を
精
査
し

将
来
の
交
通
量
を
予
想
し
な

が
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
中
、

引
続
き
状
況
を
調
査
研
究
を

し
て
い
き
ま
す
。

答

   

　
　

老
朽
化
が
著
し
い
山
崎

橋
の
一
箇
所
で
山
南
地
域
を

二
分
し
て
い
る
現
状
を
考
え
る

と
災
害
ま
た
交
通
事
故
等
が

発
生
す
れ
ば
分
断
が
避
け
ら

れ
な
い
。
唯
一
の
迂
回
路
で
あ

る
西
脇
方
面
の
道
路
も
一
車

線
の
た
め
大
型
車
の
通
行
は

厳
し
い
所
で
あ
る
。
ま
た
、
下

町
の
交
差
点
か
ら
久
下
村
踏

切
の
区
間
が
狭
隘
の
た
め
、

朝
夕
の
通
学
通
勤
に
非
常
に

危
険
を
生
じ
て
お
り
住

宅
な
ど
が
連
立
し
歩
道

の
設
置
も
非
常
に
難
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
様
な
状
況
を
踏
ま

え
、
災
害
時
ま
た
緊
急

時
の
対
応
、
そ
し
て
通

学
時
の
子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
も
金
屋
岡
本
線
の

山
崎
橋
ま
で
の
延
伸
を

バ
イ
パ
ス
と
し
て
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
既
に
18
年
度
で

調
査
費
を
計
上
さ
れ
調

問

丹
波
市
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
老

い
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
具
体

的
な
手
立
て
は
。

   
▼
救
急
自
動
車
、
救
急
救

命
士
の
確
保
に
空
白
が
で
き
ぬ

よ
う
に
救
急
業
務
資
源
を
増
強

し
ま
す
。
医
師
確
保
の
施
策
は

市
と
し
て
可
能
な
限
り
の
こ
と

を
実
施
し
ま
す
。

　
　

若
者
を
は
じ
め
市
民
の
雇

用
確
保
、
生
活
安
定
に
向
け
て

の
景
気
対
策
と
し
て
市
が
発
注

す
る
土
木
、
建
築
、
水
道
工
事
、

ま
た
業
務
委
託
、
物
品
購
入
な

ど
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
。

  

▼
地
元
企
業
の
優
先
、
事
業

の
前
倒
し
発
注
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
各
事

業
に
か
か
る
早
期
発
注
は
も
ち

ろ
ん
、
景
気
浮
揚
に
向
け
た
支

援
策
を
継
続
的
に
模
索
し
、
的

確
な
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
商
工
関
係
に
お
い
て
も
、

制
度
融
資
や
設
備
補
助
な
ど
、

多
様
な
支
援
策
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

答
   

問答

   

　
　

救
急
車
の
覚
知
か
ら
現
場

到
着
は
早
く
な
っ
て
い
る
が
、

病
院
収
容
は
遅
く
な
っ
て
い
る
。

2
人
に
1
人
が
市
外
病
院
に
搬

送
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

問

人
口
減
少
の
歯
止
め
策
は
何
か

そ
れ
ぞ
れ
研
究
し
人
口
の
維
持
対
策
に

努
め
る

坂谷高義議員

道
路
事
業
の
取
り
組
み
は

引
き
続
き
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い

垣内葊明議員

救
急
医
療
体
制
の
確
立
は

可
能
な
限
り
の
施
策
を
実
行
し
ま
す

林　時彦議員

　
　

市
の
人
口
は
合
併
後
4

年
間
の
間
に
7
万
人
台
か
ら

6
万
人
台
に
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
の
人
口
減
に
歯
止
め
を

か
け
る
政
策
と
は
何
か
。

  

▼
①
働
く
女
性
が
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
を
進
め
、
幼
保
一
元
化

を
推
進
し
ま
す
。
②
「
3
チ
ャ

イ
ル
ド
子
育
て
支
援
事
業
」
と

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」

を
推
し
進
め
ま
す
。
③
企
業

誘
致
や
地
域
起
業
家
養
成
研

修
、
関
西
大
学
と
連
携
で
空

家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
、
ま
た
「
少

子
化
対
策
等
民
間
活
動
支
援

事
業
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
　

元
気
な
活
力
あ
る
丹
波

を
創
生
す
る
た
め
の

政
策
と
は
何
か
。

  

▼
京
阪
神
地
域

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
農
林
業
や
地
場

産
業
、
自
然
環
境

や
歴
史
文
化
資
源

を
活
用
し
た
交
流

問答

   

問答

   

事
業
の
充
実
強
化
を
図
り
、

市
外
か
ら
人
と
モ
ノ
と
資
金
が

流
入
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

  

▼
国
は
1
月
中
に
も
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

計
画
」
が
示
さ
れ
る
予
定
、

県
も
国
の
動
向
を
踏
ま
え
行

動
計
画
、
実
施
計
画
を
統
合

し
年
度
内
に
新
対
策
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
は

市
の
役
割
が
明
記
さ
れ
た
中

で
、
必
要
な
体
制
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

問答

   

△新型インフルエンザの発生のしくみ

△金屋岡本線山崎橋までの延伸箇所

32.8分

35.4分

39.1分

平成18年

19年

20年

5人に1人

3人に1人

2人に1人

覚　知 病院到着 管外搬送
119 番から
病院までの時間

インフルエンザウイ
ルスと人のインフル
エンザウイルスが、
人かブタの体内で
混ざり合う

人から人へ感染する
ウイルスが 出 現す
る！

⬇
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討
し
ま
す
。
ま
た
、
支
所
と

公
民
館
分
館
の
統
合
は
関
係

部
署
を
含
め
検
討
し
て
い
ま

す
。

②
分
館
は
校
区
単
位
の
地
域

づ
く
り
事
業
に
対
す
る
支
援

を
重
点
に
置
く
よ
う
に
努
め

ま
す
。
③
当
面
、
自
主
的
な

活
動
や
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

事
務
や
予
算
面
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

市
長
は
市
政
2
期
目
の

「
所
信
表
明
」
で
、
小
学
校

区
単
位
で
の
「
地
域
づ
く
り
」

活
動
へ
の
取
り
組
み
を
重
視
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

健
康
、
教
育
、
環
境
な
ど
実

に
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
地
域

任
せ
の
姿
勢
で
な
く
、
市
の

行
政
支
援
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、次
の
点
を
お
聞
き
し
た
い
。

①
「
支
所
機
能
の
見
直
し
」

が
言
わ
れ
て
き
た
が
そ
の
考
え

は
ど
う
い
っ
た
内
容
な
の
か
。

ま
た
、
支
所
と
公
民
館
分
館

と
の
統
合
の
考
え
が
あ
る
の

か
。
②
中
央
公
民
館
制
に
移

行
し
た
中
で
、
中
央
公
民
館

と
分
館
は
一
体
的
に
機
能
し
て

い
る
の
か
。
③
高
齢
者
学
級
の

運
営
を
見
直
す
考
え
な
の
か
。

  

▼
①
相
談
機
能
の
強
化
や

地
域
の
課
題
に
対
し
現
場
に

即
し
た
解
決
策
、
地
域
の
個

性
を
際
立
た
せ
る
施
策
を
立

案
し
て
い
く
部
署
を
支
所
に

置
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
検

問答

   

化
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
減

収
、
地
方
消
費
税
、
譲
与
税

な
ど
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
が

ど
う
か
。

  

▼
国
は
地
方
財
政
拡
充
対

策
を
講
じ
る
の
で
、
基
金
繰

入
れ
な
ど
を
含
め
「
元
気
」、

「
安
心
」、「
再
生
」
に
向
け

た
予
算
編
成
を
し
ま
す
。

　
　
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る

予
算
編
成
に
施
策
評
価
及
び

事
務
事
業
評
価
を
精
査
・
検

証
し
、
反
映
さ
せ
る
の
か
。

  

▼
経
営
者
会
議
で
議
論
を

高
め
、
予
算
の
重
点
配
分
と
メ

リ
ハ
リ
の
効
い
た
編
成
を
し
ま

す
が
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
も

今
後
活
用
で
き
る
よ
う
推
進

い
た
し
ま
す
。

答

   

問答

   

　
　

教
育
振
興
基
本
計
画
に

よ
る
学
習
指
導
要
領
が
、
小

学
校
は
23
年
度
、
中
学
校
は

24
年
度
に
完
全
実
施
と
な
る
、

具
体
的
施
策
を
問
う
。

  

▼
審
議
委
員
会
を
設
置
し

て
、
教
育
の
将
来
像
や
基
本

理
念
、
方
針
な
ど
盛
り
込
ん

だ
基
本
構
想
は
21
年
11
月
頃

に
答
申
を
受
け
ま
す
。

　
　

子
ど
も
の
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
か
か
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
発
生
防
止
策
は
。

  

▼
児
童
生
徒
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
に
よ
る
ネ
ッ
ト
上
の
い

じ
め
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
案
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
緊
急
ア
ピ
ー
ル
文

を
出
し
、
さ
ら
に
適
切
な
指

導
を
行
な
い

ま
す
。

　
　

21
年
度

予
算
編
成

は
、
固
定
資

産
税
の
評
価

替
え
や
、
企

業
収
益
の
悪

問答

   

問答

   

問

す
。
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
面
の
整

備
と
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
省
エ
ネ

機
器
な
ど
の
導
入
は
、
温
暖

化
対
策
の
有
効
性
や
財
政
状

況
な
ど
を
ふ
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

相
談
窓
口
や
一
部
業
務

の
時
間
外
、
ま
た
、
休
日
の

対
応
は
で
き
な
い
か
。

  

▼
そ
の
よ
う
な
対
応
を
行

な
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

市
も
ニ
ー
ズ
を
み
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

   

　
　

農
業
体
験
学
習
な
ど
、

食
育
の
取
り
組
み
や
給
食
で
の

地
元
米
・
野
菜
類
の
使
用
は

で
き
て
い
る
か
。
市
の
農
産
物

を
学
校
給
食
に
安
定
的
に
供

給
で
き
る
よ
う
、
保
管
貯
蔵

施
設
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

  

▼
11
の
小
学
校
で
米
作
り

体
験
活
動
を
、
全
て
の
幼
稚

園
・
小
学
校
で
農
園
な
ど
の

実
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
納
入
の
米
は
丹

波
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

1
0
0
％
、
地
元
野
菜
類
使

用
率
は
35
％
で
す
。
貯
蔵
施

設
は
供
給
を
担
う
組
織
で
整

備
す
る
も
の
で
す
が
、
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状

況
と
削
減
目
標
、
取
り
組
み

は
。
省
エ
ネ
機
器
な
ど
を
積

極
的
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

  

▼
19
年
度
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
を
取
り
ま
と

め
、
削
減
目
標
を
設
定
し
ま

問答

   

問答

   

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
は

削
減
目
標
を
設
定
し
、
推
進
し
ま
す

藤原　悟議員

支
所
機
能
の
見
直
し
の
考
え
は

地
域
づ
く
り
の
施
策
立
案
す
る
機
能
を

支
所
に

荻野拓司議員

教
育
振
興
基
本
計
画
の
推
進
は

審
議
委
員
会
か
ら
21
年
度
秋
答
申
を
受

け
ま
す

小寺昌樹議員

△支所機能の見直しを

△めざすべき教育の姿

△電気利用合理化で、近畿電力合理化委員会 
　「委員長表彰」を受けた自治体

洲本市役所  五色町庁舎
住 　 　 所 　兵庫県洲本市
                  五色町都志 203
設 備 容 量 　600ｋ VA
契 約 電 力 　197kW
事 業 内 容 　市庁舎
U   R   L   http://www.city.sumoto.hyogo.jp/
取り組み内容 
Hf 蛍光灯の調光センサー制御、ケナフの植樹、太陽光発電、
小型風力発電、氷蓄熱ユニットセントラル空調システム
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
能

力
評
価
を
公
的
に
証
明
さ
れ

る
こ
と
で
就
職
活
動
に
お
い
て

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
代

替
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ジ
ョ
ブ

カ
ー
ド
制
度
の
普
及
は
大
変

意
義
が
あ
る
と
思
う
が
。

  

▼
今
年
度
発
足
し
た
制
度

で
あ
り
十
分
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
が
市
と
し
て
も
有
効
な
制

度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
十
分
研
究
を
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

答

   

　
　

地
方
自
冶
は
、
地
域
に

効
果
的
で
、
住
民
の
思
い
に
近

づ
け
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
住
民
の
た
め
の
地
方

行
政
は
、
行
政
情
報
公
開
や
、

市
民
か
ら
の
政
策
提
案
、
情

報
提
供
に
よ
り
施
策
の
実
効

性
や
妥
当
性
を
高
め
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
れ
を
保
障
す
る
市

民
参
加
・
参
画
の
仕
組
み
を

制
度
的
に
整
え
る
必
要
が
あ

る
。

  
▼
市
民
が
主
役
の
根
拠
と

な
る
自
治
基
本
条
例
の
制
定

こ
そ
住
民
の
た
め
の
地
方
行
政

の
実
現
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
市
民
参
加
も
得
た
条

例
研
究
会
を
設
置
し
様
々
な

研
究
を
し
つつ
、
市
の
現
状
分

析
や
市
民
の
自
治
意
識
の
高

ま
り
も
検
証
し
、
条
例
素
案

の
提
言
に
む
け
研
究
し
ま
す
。

　
　

非
正
規
雇
用
者
に
と
っ
て

こ
れ
ま
で
の
職
業
経
験
が
認
め

ら
れ
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、

就
職
・
転
職
の
際
大
変
不
利

に
な
る
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア

問答
   

問

　
　

世
界
的
に
も
価
値
あ
る

恐
竜
化
石
発
掘
現
場
に
は
約

5
万
6
千
人
が
訪
れ
、
そ
の

対
応
を
地
元
や
関
係
者
は
積

極
的
に
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
『
丹
波
竜
の
里
計

画
』
へ
の
市
の
取
り
組
み
を
問

う
。

  

▼
駐
車
場
へ
の
進
入
路
拡

幅
、
給
水
工
事
は
21
年
度
実

施
し
ま
す
。
駐
車
場
に
水
洗

便
所
の
設
置
は
、
直
販
施
設

整
備
へ
の
財
政
支
援
と
と
も
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

問答

   

　
　

多
数
の
子
ど
も
た
ち
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
が

有
効
だ
が
か
な
り
の
出
費
と
な

る
。
ま
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
も
認

可
さ
れ
、
助
成
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。

　

親
の
責
任
と
主
治
医
の
判

断
の
も
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る

場
合
、
助
成
で
き
な
い
か
。

　

さ
ら
に
ロ
タ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
。

  

▼
12
月
か
ら
累
計
で
約

1
6
0
人
の
子
ど
も
た
ち
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
3

中
学
校
、
10
小
学
校
、
3

幼
稚
園
が
学
級
、
学
年
閉

鎖
を
し
て
い
ま
す
。 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
副
作
用
も
あ
り
国
で
は

任
意
接
種
と
な
っ
て
お
り
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ

い
て
も
今
後
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　

ロ
タ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つい
て
は
感
染
予
防

の
広
報
を
し
て
い
き
ま
す
。

問答

   

タ
ー
の
存
続
を
。

  

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
に

つ
い
て
、
地
域
と
十
分
な
協
議

を
し
て
進
め
ま
す
。
安
あ
が

り
保
育
を
し
よ
う
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
氷
上
東
・
南
に
つ

い
て
児
童
の
推
移
を
み
て
協
議

を
し
ま
す
。
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
は
す
ぐ
に
廃
止
は
し
ま
せ

ん
。

　
　

中
学
生
以
下
を
抱
え
た

母
子
家
庭
へ
の
短
期
保
険
証

は
、
せ
め
て
6
ヶ
月
有
効
な
保

険
証
を
交
付
す
べ
き
だ
。

  

▼
国
の
法
改
正
に
と
も
な

い
母
子
家
庭
に
限
ら
ず
6
ヵ

月
短
期
証
の
交
付
を
考
え
ま

す
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
滞
納
者
の
保
険
証
を
取
り

あ
げ
る
な
。

  

▼
状
況
と
実
情
に
応
じ
て

対
応
し
ま
す
。

　
　

中
学
3
年
生
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
を
願
う
。

  

▼
財
政
負
担
を
考
え
る
と

困
難
で
す
。

答

   

問答

   

問答

   

問答

   

　
　

①
保
育
制
度
の
改
悪
と

最
低
基
準
の
廃
止
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
化
が
進
み
安
全
・
安
心

の
教
育
が
果
た
し
て
で
き
る
の

か
。
②
市
の
保
育
実
施
責
任

を
な
く
す
「
直
接
入
所
方
式
」

は
保
育
保
障
を
園
に
求
め
る

も
の
で
問
題
だ
。
③
地
域
社

会
の
過
疎
化
を
進
め
財
源
の

な
い
地
域
は
園
が
な
く
な
り
ま

す
ま
す
過
疎
化
に
。
④
「
財

政
改
革
」
優
先
の
幼
保
一
元
化

に
よ
る
大
規
模
集
約
化
は
問

題
で
あ
り
中
規
模
以
下
に
す
べ

き
だ
。
公
立
園
の
民
営
化
は

保
育
の
公
的
責
任
の
後
退
・

削
減
と
な
る
。
公
的
保
育
を

守
れ
。
⑤
子
育
て
学
習
セ
ン

問
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
問
題
点
は

地
域
と
十
分
協
議
を
進
め
た
い

広瀬憲一議員

住
民
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

市
民
参
加
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ

条
例
素
案
を
提
言
し
た
い

足立正典議員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
助

成
を

任
意
接
種
で
あ
る
た
め
研
究
し
ま
す

木戸せつみ議員

△認定こども園よしみ

△丹波竜化石発見現場見学駐車場
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「救急医療に係る
  調査特別委員会」を設置

「一般廃棄物処理施設建設に
 係る調査特別委員会」を設置
　12 月定例会において「一般廃棄物処理施設建設
に係る調査特別委員会」の設置を議員提案し、全
議員賛成のもとに可決しました。
　委員長に足立修議員、副委員長に奥村正行議員
をそれぞれ選出しました。
設置の目的
　一般廃棄物処理施設の整備は市民の関心も非常
に高く、情報の共有化を図りながら、市民、当局、
議会が一体となって進めていかなければならない事業
です。「資源循環型社会の構築」という基本理念を
前提に、一般廃棄物処理施設の安全、安心、安定
をより一層確かにしていくために、特別委員会で継続
して調査研究を行なうものです。
委員の定数
　議長を除く全議員 23 名
委員の任期
　平成 20 年 12 月18日から
　調査終了までの間

　12 月定例会において「救急医療に係る調査特別
委員会」の設置を議員提案し、全議員賛成のもとに
可決しました。
　委員長に岸田昇議員、副委員長に山下栄治議員
をそれぞれ選出しました。
設置の目的
　市内における救急医療の検討を行ない、市民が安
心して暮らせる救急医療体制や救急輪番制の充実、
また地域医療の充実を願い活動している市民グループ
との連携などについて、特別委員会で継続して調査
研究を行なうものです。
委員の定数
　議長を除く全議員 23 名
委員の任期
　平成 21 年 1 月23日から
　調査終了までの間

主
な
条
例
審
査

▼
丹
波
市
立
青
垣
い
こ
い

の
広
場
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
丹
波
市
立
青
垣
福
祉
公

園
の
廃
止
に
つ
い
て

　

両
施
設
と
と
も
に
、
老
朽

化
が
著
し
く
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
面
な
ど

が
年
々
悪
化
し
、
現
在
で
は

プ
レ
ー
に
も
支
障
を
き
た
す

状
態
で
す
。
修
繕
に
は
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
や
、

青
垣
地
域
に
は
総
合
運
動
公

園
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
屋
根
付

き
広
場
が
あ
り
、
今
後
も
多

く
の
利
用
は
見
込
め
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
施
設
を

廃
止
し
、
今
後
の
有
効
活
用

を
は
か
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
を
受
け
た
「
丹
波
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
」
他
に
か
か
わ
る
同
意
案
件
６
件
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
15
議
案
を
12
月
19
日
、
１
月
22
日
開
催
の
委
員
会
で
、
市
長
お
よ

び
関
係
者
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行
な
い
、
全
議
案
を
賛
成
全
員
で

可
決
し
ま
し
た
。

総　　 務
常任委員会

報
告
事
項

　

分
掌
事
務
の
変
更
に
と
も

な
い
、
所
管
事
務
に
か
か
わ

る
事
項
に
つい
て
、
担
当
部
か

ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

福
祉
部
こ
ど
も
福
祉
課

（
児
童
福
祉
係
・
児
童
保
育

係
・
家
庭
児
童
相
談
係
）
を

廃
止
し
、
社
会
福
祉
課
に
少

子
対
策
係
を
設
け
ま
す
。

新
た
に
教
育
委
員
会
に
こ
ど

も
育
成
課
（
幼
児
教
育

係
・
家
庭
児
童
相
談
係
）

を
設
置
し
、
認
定
こ
ど

も
園
の
計
画
的
な
推
進

お
よ
び
０
歳
か
ら
15
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
保
育
、

教
育
、
子
育
て
な
ど
を

一
体
的
に
進
め
る
た
め
、

組
織
改
正
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で

は
今
後
と
も
、
幼
保
一

元
化
に
か
か
る
調
査
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

▼
行
政
組
織
に
つ
い
て

△現地調査を行なう総務常任委員（青垣福祉公園）
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送
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
事
業
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、現
行
の
事
業
は

道
路
運
送
法
な
ど
の
問
題
点
が
陸

運
局
な
ど
か
ら
指
摘
さ
れ
継
続
が

困
難
で
す
。こ
の
た
め
、福
祉
施
策

と
し
て
適
法
か
つ
継
続
可
能
な
事

業
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、

21
年
度
か
ら
は
、住
民
税
本
人
非

課
税
の
身
体・知
的・精
神
的
に
、よ

り
重
度
な
移
動
制
約
者
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て

　

第
4
期（
21
年
度
～
23
年
度
）

の
介
護
保
険
料
基
準
額
は
、現
行

の
月
額
3
，1
0
0
円
か
ら
お
お

む
ね
4
，0
0
0
円
程
度
に
な
る

見
込
み
で
す
。こ
れ
は
、今
後
も
高

齢
化
が
進
み
、要
介
護
認
定
者
が

増
加
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
量
が
増
え
る
こ
と
や
、小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
や
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

計
画
が
あ
り
、そ
の
施
設
を
利
用

す
る
方
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が
主

な
要
因
で
す
。

報
告
事
項

　　

所
管
事
務
に
か
か
わ
る
事
項
に

つい
て
、担
当
部
か
ら
報
告
を
受
け

ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
実

践
モ
デ
ル
地
区
協
議
会
に
つ
い
て

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
柏
原
地
域
の
崇
広
小
学
校
区

が
県
の「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く

り
実
践
地
区
」の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。こ
れ
は
、高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
人

が
生
活
し
や
す
い「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
」の
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

地
域
代
表
、有
識
者
、県
、市
の
職

員
で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、今
後

は
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い「
ま
ち
」

を
め
ざ
す
た
め
の
計
画
が
作
成
さ

れ
ま
す
。

▼
重
度
障
害
者
等
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

　

現
行
の「
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

事
業
」は
、交
通
弱
者
を
含
む
移

主
な
条
例
審
査

▼
丹
波
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

丹
波
市
山
南
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
さ
ん
な
ん
荘
」の
施
設
整
備
工
事

完
成
に
と
も
な
い
、室
数
が
追
加

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
施
設

は
指
定
管
理
者（
社
会
福
祉
協
議

会
）に
よ
る
管
理
を
行
な
っ
て
お

り
、よ
り
効
果
的
な
管
理
運
営
を

め
ざ
す
た
め
、本
年
4
月
か
ら
休

館
日
を
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

く
都
市
生
活
者
な
ど
に
農
業

や
農
村
体
験
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
遠
阪
自
治
協

議
会
が
管
理
運
営
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
地
域
の
交

流
促
進
や
活
性
化
が
図
れ
る

な
ど
、
効
果
的
な
施
設
運
営

が
見
込
め
る
た
め
、
指
定
管

理
者
と
す
る
も
の
で
す
。

 

▼
丹
波
市
営
土
地
改
良
事

業
の
計
画
変
更
に
つ
い
て

　

青
垣
地
域
で
施
行
し
て
い

る
市
営
土
地
改
良
事
業
の
計

画
を
変
更
す
る
も
の
で
、
土

地
改
良
法
の
規
定
に
よ
り
提

案
さ
れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

▼
丹
波
市
立
青
垣
農
村
滞

在
施
設
棉
ば
た
け
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
団
体
名
称

　

遠
阪
自
治
協
議
会

  

会
長　

足
立　

信
昭

指
定
管
理
者
選
定
の
理
由

　
「
農
村
滞
在
施
設
棉
ば
た

け
」
は
、
豊
か
な
自
然
、
美

し
い
農
村
環
境
の
中
で
、
広

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
を
受
け
た
6
議
案
を
、
12
月
22
日
開
催
の

委
員
会
で
午
前
中
は
現
地
調
査
を
行
な
い
、
午
後
に
市
長
お
よ
び
関

係
者
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行
な
い
、
全
議
案
を
賛
成
全
員
で
可
決

し
ま
し
た
。

民　 生 
常任委員会

産 業建設
常任委員会

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
を
受
け
た
「
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
」
に
か
か
わ
る
同
意
案
件
2
件
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど

11
議
案
を
12
月
22
日
開
催
の
委
員
会
で
、
市
長
お
よ
び
関
係
者
の
出

席
を
求
め
審
査
を
行
な
い
、
全
議
案
を
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

△現地調査を行なう産業建設常任委員（農村滞在施設棉ばたけ）

変 更 後
953ｍ
（現地精査に伴う延長増）
49,946 千円（36,080 千円の減）
・事業実施精査による事業費の減
・測量試験業務委託料の減
・用地補償費の減

内　容

農道延長

費　　用

変 更 前

940ｍ

86,026 千円

土地改良事業の変更計画の内容（青垣地域）

△新しくなった「さんなん荘」
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編
集
後
記

10月 12 日から13 日にかけて神戸市長田区の
新長田駅前広場で、丹波らしい商品を神戸

の皆様に紹介し交流する一大イベント「長田・篠山・
丹波交流大バザール」が開催されました。
　柏原町野菜市協議会では、「つちのこ」「下町あ
んじんクラブ」「厄よけ市グループ」「ふれあいグルー
プ」「上小倉野菜生産組合」の野菜直売グループ
が協議会を結成して、季節の野菜を中心に黒枝豆、
丹波栗などの特産品や、お漬け物、お餅などの販
売にも取り組み、大きなイベントなどに対応してい
ます。生産者が、自ら作ったものを自ら販売すると
いう、究極の安心安全を添えてお客様においしい
丹波の味を提供しています。
　生産者にとっても消費者にとってもすばらしいと
思えるシステムですが、一つだけ問題があります。
メンバーの多くが高齢者で、グループを引き継いで
いく後継者がいないということです。
　消費動向がわかり、やりがいのあるこの事業を
続けていくために、丹波で野菜を作っている人の参
加をお待ちしております。一緒に、「おいしい丹波」
を消費者の皆様にお届けしましょう。 

「おいしい丹波」を
みなさんに

後世に託された想いを
地域力に

　　　　　　　　　　　　　　 おびえサイコー祭実行委員会
委員長　足立　　稔

柏原町野菜市協議会
事務局　古倉　一郎

　

丹
波
市
政
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
広
報
委
員
も
6
名
全

員
が
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん

に
議
会
の
こ
と
を
少
し
で
も
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
ま
た
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昨年秋の新聞報道により、江戸時代中期作とさ
れていた「大

お

稗
びえ

再
さいこうじ

興寺三如来坐像」が、平安
後期作と判明いたしました。この朗報を受け、「地域
の活性化につながれば…。」と思い、11 月16 日（日）
に「おびえサイコー ! 祭」を開催いたしました。
　当日は、心配されていた天候にも恵まれ、たくさ
んの方々にお越しいただき、命名どおり、まさにサイ
コー ! な祭りとなりました。イベントも素晴らしいも
のでしたが、この祭りは、準限界集落と言われてい
るこの村に残された底力というものを発見できた祭
りであったと思っています。
　老人会、婦人会、消防団、子供会、各団体が一
丸となり、それが集落一つの大きな輪となり成功で
きたものと確信しております。
　後世に託された想いを、今ここに地域力として発
揮できた事に感謝し、今後も大稗の三如来坐像を誇
りとして守り続けたいと思います。

▲長田・篠山・丹波交流大バザール ▲津軽三味線の演奏に聴き入る参加者

▲たんばりんぐ編集作業の様子


